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世
界
は

い
ま
─
─

諸
外
国
の
電
力
シ
ス
テ
ム

全
面
自
由
化
、
発
送
電
分
離
、
電
気
料
金
制
度
改
革
─
─

日
本
で
は
今
、
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
の
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

実
際
に
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
を
行
っ
た
諸
外
国
の
状
況
は
ど
う
か
？

各
国
関
係
者
に
話
を
聞
い
た
。

©Bloomberg/Bloomberg/Getty Images
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ノ
ル
ウ
ェ
ー

一
社
独
占
を
懸
念
す
る
よ
り

市
場
自
体
を
大
き
く
す
る

　

幻
想
的
な
白
夜
、
オ
ー
ロ
ラ
、
自
然
の
威
力
を
示
す
フ
ィ
ヨ
ル
ド
、

氷
河
─
─
猛
暑
の
日
本
に
い
る
と
、
ひ
と
き
わ
心
か
き
立
て
ら
れ
る

光
景
が
目
に
浮
か
ぶ
北
欧
ノ
ル
ウ
ェ
ー
。
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
半
島
の

西
側
、
北
極
海
に
面
し
た
ノ
ル
ウ
ェ
ー
は
、
天
然
ガ
ス
世
界
第
三
位
、

原
油
世
界
第
七
位
の
輸
出
国
で
あ
り
、
国
内
電
力
の
ほ
ぼ
一
〇
〇
％

を
水
力
で
賄
う
水
力
発
電
国
で
も
あ
る
。
し
か
も
、
電
力
シ
ス
テ
ム

改
革
の
サ
ク
セ
ス
事
例
が
こ
の
国
に
あ
る
─
─
。

　

日
本
と
同
程
度
の
面
積
に
約
四
百
九
十
万
人
、
日
本
の
人
口
の

四
％
弱
が
住
む
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
は
、
山
間
に
小
さ
な
村
が
ぽ
つ
ん
ぽ

つ
ん
と
点
在
し
、
五
十
〜
六
十
年
前
に
は
自
治
体
単
位
で
四
百
社
以

上
の
地
域
電
力
会
社
が
存
在
。「
ダ
ム
や
貯
水
池
の
そ
ば
に
、
例
え

ば
黒
部
電
力
会
社
が
あ
る
と
い
う
形
で
す
」。
東
京
・
南
麻
布
の
ノ

ル
ウ
ェ
ー
王
国
大
使
館
。
日
本
の
電
気
事
業
に
も
詳
し
い
ペ
ー
ル
・

Ｃ
・
ル
ン
ド
科
学
技
術
参
事
官
は
、
そ
う
例
を
挙
げ
な
が
ら
説
明
を

始
め
て
く
れ
た
。

　
｢

発
電
は
あ
く
ま
で
降
雨
量
次
第
。
自
力
で
地
域
の
電
力
を
全
て

賄
う
の
は
難
し
い
。
こ
の
た
め
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
は
、
ま
ず
水
を
融
通

し
合
う
体
制
を
採
っ
て
需
要
を
満
た
し
て
き
ま
し
た｣

　

こ
う
し
た
自
治
体
ご
と
の
小
さ
な
電
力
会
社
で
は
、
な
か
な
か
他

地
域
と
供
給
力
を
融
通
し
合
う
体
制
を
整
え
る
の
は
難
し
く
、
別
途
、

巨
大
ダ
ム
建
設
な
ど
巨
額
の
投
資
を
必
要
と
す
る

場
合
は
、
国
営
の
電
力
会
社
が
全
国
の
基
幹
的
な

発
送
電
事
業
を
担
っ
て
い
た
。

　

九
一
年
ノ
ル
ウ
ェ
ー
は
、
欧
州
で
も
先
行
し
て

電
力
全
面
自
由
化
と
発
送
電
分
離
を
実
施
。
国
営

電
力
は
、
発
電
事
業
を
行
う
ス
タ
ッ
ト
ク
ラ
フ
ト

と
、
全
国
一
体
の
高
圧
送
電
事
業
を
行
う
ス
タ
ッ

ト
ネ
ッ
ト
に
分
離
さ
れ
た
。
ス
タ
ッ
ト
ク
ラ
フ
ト

は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
発
電
の
三
五
％
を
占
め
る
最
大

の
発
電
事
業
者
。
当
初
、
そ
の
巨
大
さ
に
よ
る
独

占
力
の
行
使
が
懸
念
さ
れ
、
企
業
を
解
体
し
て
小

さ
く
す
る
か
、
市
場
規
模
そ
の
も
の
を
大
き
く
す

る
か
が
議
論
さ
れ
た
が
、「
我
々
は
後
者
を
選
択

し
ま
し
た
」

　

そ
し
て
水
の
交
換
か
ら
電
力
の
交
換
へ
、
産
業
界
の
提
言
に
よ
り

実
現
し
た
の
が
、
世
界
初
の
電
力
取
引
市
場｢

ノ
ル
ド
プ
ー
ル｣

だ
。

個
人
、
法
人
を
問
わ
ず
誰
で
も
参
加
で
き
る
こ
の
市
場
は
、
国
内
取

引
に
留
ま
ら
ず
、
九
六
年
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
九
八
年
に
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
、
二
〇
〇
一
年
に
デ
ン
マ
ー
ク
が
参
加
。
市
場
の
拡
大
に
よ
り
、

ス
タ
ッ
ト
ク
ラ
フ
ト
の
ノ
ル
ド
プ
ー
ル
で
の
シ
ェ
ア
は
一
〇
％
程
度

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

発
電
投
資
か
送
電
投
資
か

　

取
引
市
場
の
運
用
開
始
か
ら
二
十
年
以
上
、
成
果
を
聞
く
と
─
─

　
「
ま
ず
、
特
に
発
電
事
業
者
は
競
争
が
あ
る
が
ゆ
え
に
可
能
な
限

り
低
価
格
を
追
求
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
発
電
投

資
と
送
電
投
資
は
均
衡
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
競
争
が
あ

Norway
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る
か
ら
こ
そ
、
適
正
な
投
資
が
担
保
さ
れ
て
い
ま
す
」

　

例
え
ば
発
電
量
が
過
剰
な
地
域
と
不
足
し
て
い
る
地
域
が
あ
る
場

合
、
足
り
な
い
地
域
に
発
電
投
資
を
行
う
の
は
必
ず
し
も
最
適
な
投

資
で
は
な
い
。
む
し
ろ
供
給
過
剰
な
地
域
か
ら
少
な
い
地
域
へ
の
送

電
投
資
を
行
う
ほ
う
が
良
い
か
も
し
れ
な
い
。
ど
ち
ら
が
事
業
と
し

て
成
り
立
つ
か
と
い
う
観
点
で
、
適
正
な
投
資
が
自
然
と
促
さ
れ
る

構
造
に
な
っ
て
い
る
の
だ
と
。
国
営
の
ス
タ
ッ
ト
ネ
ッ
ト
に
お
い
て

も
、
投
資
の
判
断
基
準
は
、
あ
く
ま
で
も
事
業
と
し
て
成
り
立
つ
か

ど
う
か
で
決
め
ら
れ
る
と
い
う
。

　

現
在
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
電
力
会
社
は
、
小
口
の
発
電
事
業
者
や
配

電
事
業
者
を
含
め
て
約
二
百
社
。
こ
の
二
百
社
は
取
引
所
に
売
る
こ

と
も
、
相
対
で
企
業
や
家
庭
に
売
る
こ
と
も
で
き
る
。
一
般
家
庭
も
、

い
つ
で
も
好
き
な
と
き
に
手
続
き
を
す
れ
ば
、
一
週
間
後
に
は
別
の

電
力
会
社
か
ら
電
気
を
買
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

電
気
料
金
に
固
定
価
格
は
設
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ノ
ル
ド
プ
ー
ル

の
ス
ポ
ッ
ト
価
格
、
つ
ま
り
翌
日
の
一
時
間
ご
と
の
電
力
価
格
が
基

準
に
な
っ
て
い
る
。
な
の
で
価
格
は
変
動
す
る
。
例
え
ば
雪
融
け
水

が
貯
水
池
に
入
る
春
に
は
安
く
、
夏
場
水
位
が
下
が
る
と
高
く
な
り
、

冬
場
は
寒
さ
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
た
め
需
要
が
急
増
し
、
さ
ら
に
高

く
な
る
と
い
う
具
合
だ
。
時
に
は
一
気
に
十
倍
に
な
る
こ
と
も
あ
っ

た
。「
ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ
て
は
価
格
の
変
動
幅
が
大
き
い
の
は
あ
ま
り

好
ま
れ
ま
せ
ん
」
と
ル
ン
ド
さ
ん
。
こ
の
た
め
、
ノ
ル
ド
プ
ー
ル
に

価
格
の
ヘ
ッ
ジ
機
能
を
担
う
電
力
先
物
市
場
が
形
成
さ
れ
た
と
い
う
。

需
給
調
整
責
任
と
供
給
義
務

　

た
だ
逆
に
言
う
と
、
こ
の
価
格
変
動
は
消
費
者
行
動
に
一
定
の
影

響
を
与
え
て
い
る
。
ス
ポ
ッ
ト
価
格
が
わ
か
る
わ
け
だ
か
ら
、
料
金

タ
イ
ム
の
周
波
数
調
整
の
責
任
を
、
送
電
網
を
中
央
で
一
元
管
理
し

て
い
る
ス
タ
ッ
ト
ネ
ッ
ト
が
負
っ
て
い
ま
す
」。
緊
急
事
態
が
発
生

し
た
と
き
、
ユ
ー
ザ
ー
の
消
費
を
カ
ッ
ト
し
た
り
、
発
電
事
業
者
に

追
加
発
電
を
さ
せ
た
り
す
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
う
い
う
形
で
介
入
し
た

と
き
に
は
、
そ
れ
に
見
合
う
だ
け
の
報
酬
を
支
払
う
の
だ
と
。

　

そ
の
意
味
で
市
場
は
三
つ
。「
ス
ポ
ッ
ト
市
場
」
と
「
先
物
市
場
」、

そ
し
て
「
リ
ア
ル
タ
イ
ム
調
整
市
場
」
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　

た
だ
、
ス
タ
ッ
ト
ネ
ッ
ト
は
需
給
調
整
を
行
う
が
、
供
給
義
務
は

配
電
事
業
者
に
あ
る
。
配
電
事
業
者
は
発
電
事
業
者
で
あ
る
こ
と
も

多
い
そ
う
だ
が
、
請
求
時
に
は
発
電
コ
ス
ト
と
配
電
コ
ス
ト
を
明
確

に
切
り
分
け
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
。
例
え
ば
大
阪
市
が
九
州
電

力
の
電
気
を
買
う
契
約
を
行
い
、
関
西
電
力
は
そ
れ
を
届
け
る
契
約

を
し
た
場
合
、
何
ら
か
の
ト
ラ
ブ
ル
で
九
電
が
発
電
で
き
な
く
な
っ

て
も
、
関
電
に
は
大
阪
市
に
電
気
を
届
け
る
義
務
が
あ
る
。
そ
こ
で

リ
ア
ル
タ
イ
ム
市
場
で
高
い
電
気
を
購
入
し
、
請
求
書
を
九
電
に
回

す
。
そ
う
い
う
形
で
機
能
し
て
い
ま
す
と
ル
ン
ド
さ
ん
は
例
示
す
る
。

　

電
気
を
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
売
買
す
る
─
─
ノ
ル
ド
プ
ー
ル
に
は
、
ノ

ル
ウ
ェ
ー
の
水
力
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
原
子
力
、

デ
ン
マ
ー
ク
の
風
力
、
ま
た
ガ
ス
や
石
炭
火
力
の
電
気
も
あ
り
、
電

源
ミ
ッ
ク
ス
が
図
ら
れ
て
い
る
。
供
給
力
が
豊
富
に
あ
る
こ
と
が
、

シ
ス
テ
ム
の
成
功
を
支
え
て
い
る
。
そ
し
て
買
い
手
た
ち
は
多
様
な

売
り
手
が
提
示
す
る
多
様
な
電
力
価
格
を
見
比
べ
て
選
ぶ
こ
と
が
で

き
る
。
現
在
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
は
消
費
電
力
の
五
〇
％
以
上
が
こ
の

市
場
を
介
し
て
売
買
さ
れ
て
い
る
。
日
本
に
も
Ｊ
Ｅ
Ｐ
Ｘ
（
日
本
卸

電
力
取
引
所
）
は
あ
る
が
、
取
引
は
ご
く
僅
か
と
い
う
の
が
実
情
だ
。

　
「
市
場
の
し
く
み
を
き
ち
ん
と
設
計
し
て
お
け
ば
、
す
べ
て
の
取

引
を
こ
こ
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
相
対
で
の
取
引
は
不
要
に
な
り

ま
す
」。
ル
ン
ド
さ
ん
は
そ
う
結
ん
だ
。

が
高
い
と
き
に
は
自
然
と
節
電
行
動
が
促
さ
れ
、
企
業
も
一
定
料
金

を
上
回
る
時
間
帯
に
は
自
家
発
に
切
り
替
え
る
な
ど
、
自
主
的
な
規

律
を
持
つ
こ
と
で
需
給
バ
ラ
ン
ス
均
衡
化
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
。

　
「
現
在
日
本
の
電
力
会
社
が
行
っ
て
い
る
よ
う
な
秒
単
位
の
需
給

調
整
や
、
計
画
停
電
を
行
わ
な
く
て
も
、
ユ
ー
ザ
ー
の
自
然
な
対
応

に
よ
っ
て
調
整
で
き
る
」
と
ル
ン
ド
さ
ん
は
言
う
が
、
そ
こ
ま
で
市

場
に
任
せ
て
し
ま
っ
て
大
丈
夫
か
。
僅
か
な
調
整
の
ズ
レ
で
停
電
に

至
る
こ
と
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
？

　
「
も
ち
ろ
ん
突
発
的
な
こ
と
は
起
こ
り
得
ま
す
。
そ
こ
で
リ
ア
ル

ノルドプール・スポット市場のシステムオペレータ ©Nord Pool Spot, Caroline Roka

スタットネットが送電網を管理 ©Statnett
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電
力
自
由
化
で
先
行
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イギリスの電力システム
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UK

イ
ギ
リ
ス

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
か
ら
電
気
を
買
う

　
「
市
場
を
開
放
し
、
競
争
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
せ
ば
、
コ
ス

ト
が
削
減
さ
れ
、
消
費
者
の
利
益
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
し
た
」。

東
京
・
千
鳥
ヶ
淵
公
園
沿
い
の
緑
溢
れ
る
敷
地
に
建
つ
英
国
大
使
館

の
一
角
で
、
来
日
中
の
英
国
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
所
（
Ｕ
Ｋ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
）

技
術
情
報
交
流
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
、
エ
イ
ダ
ン
・
ロ
ー
ズ
博
士
は
、
電

力
改
革
の
経
緯
に
つ
い
て
こ
う
話
し
始
め
た
。

　

一
九
九
〇
年
、
イ
ギ
リ
ス
は
世
界
に
先
駆
け
て
発
送
電
分
離
と
電

力
自
由
化
に
踏
み
切
っ
た
。
英
国
病
か
ら
の
脱
却
を
め
ざ
し
、
サ
ッ

チ
ャ
ー
政
権
が
断
行
し
た
国
営
企
業
民
営
化
政
策
の
一
環
と
し
て
、

国
営
だ
っ
た
中
央
電
力
庁
を
、
原
子
力
を
含
む
発
電
会
社
三
社
と
送

電
会
社
で
あ
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
グ
リ
ッ
ド
社
に
分
割
。
十
二
あ
っ
た

配
電
局
は
、
そ
の
ま
ま
地
域
配
電
会
社
へ
と
移
行
し
た
。
小
売
自
由

化
も
段
階
的
に
進
め
ら
れ
、
多
く
の
小
売
会
社
が
参
入
、
九
九
年
に

は
家
庭
を
含
む
全
需
要
家
が
電
力
の
購
入
先
を
自
由
に
選
択
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

市
場
開
放
に
よ
り
電
力
会
社
の
顔
ぶ
れ
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。
競

争
の
進
展
と
と
も
に
国
際
的
な
Ｍ
＆
Ａ
が
活
発
化
し
、
現
在
、
発

電
・
小
売
部
門
と
も
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン

の
大
手
六
社
が
発
電
市
場
の
約
七
割
、
小
売
市
場
の
約
九
五
％
を
占

め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

改
革
着
手
か
ら
二
十
二
年
、
実
際
に
消
費
者
利
益
に
つ
な
が
っ
て

い
る
の
か
。

　
「
自
由
化
に
よ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
電
気
料
金
は

他
の
欧
州
諸
国
に
比
べ
五
〜
一
〇
％
割
安
に
な
り
ま

し
た
。
消
費
者
が
自
由
に
電
力
会
社
を
選
択
で
き
る

た
め
、
各
社
が
ベ
ス
ト
な
料
金
を
提
示
し
よ
う
と
競

争
す
る
か
ら
で
す
。
電
力
消
費
量
や
使
用
時
間
帯
等

に
よ
っ
て
複
数
の
料
金
プ
ラ
ン
を
提
示
し
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
り
、
消
費
者
に
は
幅
広
い
選
択
肢
が
あ
り

ま
す
」

　

選
択
肢
の
拡
大
は
料
金
面
だ
け
で
は
な
い
。
例
え

ば
風
力
な
ど
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
支
持
し
た

い
人
は
、
そ
う
い
っ
た
発
電
に
特
化
し
た
事
業
者
か

ら
電
力
を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

　
「
ほ
か
に
も
、
国
有
化
時
代
に
は
考
え
つ
か
な
か
っ
た
よ
う
な
革

新
的
な
や
り
方
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
」
と
ロ
ー
ズ
さ
ん
は
言
う
。
そ

の
一
例
が
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
の
電
力
販
売
だ
。
消
費
者
が

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
か
ら
電
力
を
購
入
す
る
契
約
を
結
べ
ば
、
そ

の
ス
ー
パ
ー
で
の
買
い
物
に
使
え
る
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
る
と

い
っ
た
業
際
的
な
協
力
が
進
ん
で
い
る
。

市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

と
は
い
え
、
近
年
イ
ギ
リ
ス
の
電
気
料
金
は
急
上
昇
し
て
い
る
。

理
由
は
世
界
的
な
化
石
燃
料
価
格
の
高
騰
だ
。
発
電
電
力
量
の
約

七
五
％
が
火
力
、
つ
ま
り
化
石
燃
料
に
依
存
す
る
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ

て
、
化
石
燃
料
価
格
は
電
気
料
金
に
直
結
す
る
。
加
え
て
、
か
つ
て

は
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
一
〇
〇
％
だ
っ
た
が
、
北
海
油
田
・
ガ
ス
田

の
枯
渇
に
よ
り
燃
料
を
輸
入
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
態
で
あ
る
。

　

ま
た
イ
ギ
リ
ス
は
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
通
じ
た
供
給
力
確
保
を

前
提
と
し
て
い
る
。
市
場
に
任
せ
れ
ば
、
需
要
を
満
た
す
だ
け
の
供

給
力
が
生
ま
れ
る
―
―
そ
れ
が
基
本
で
あ
り
、
発
電
事
業
者
に
供
給

力
確
保
の
義
務
は
な
い
そ
う
だ
が
、
競
争
原
理
が
働
く
な
か
、
電
力

不
足
に
陥
っ
た
り
、
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
怖
れ
は
な
い
の
か
。

　
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
グ
リ
ッ
ド
社
が
調
整
役
に
な
る
こ
と
で
、
供
給

の
安
定
性
は
保
た
れ
て
い
ま
す
。
同
社
が
、
需
要
を
満
た
す
だ
け
の

十
分
な
供
給
を
確
保
す
る
権
限
を
委
任
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
実
際
、

自
由
化
に
よ
っ
て
停
電
が
生
じ
た
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」

　

し
か
し
供
給
力
確
保
義
務
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
設
備
投
資
が
滞

る
危
険
を
内
在
し
て
い
る
。
市
場
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、
投
資
は
低

コ
ス
ト
で
利
益
が
見
込
ま
れ
る
分
野
に
集
中
し
が
ち
だ
。
利
益
を
優

先
し
、
必
要
な
設
備
投
資
に
資
金
を
回
さ
な
い
こ
と
も
あ
り
得
る
。

　

現
在
イ
ギ
リ
ス
で
は
多
く
の
原
子
力
や
大
型
火
力
発
電
所
が
建
て

替
え
時
期
を
迎
え
て
い
る
が
、
こ
の
投
資
が
進
ま
な
い
と
も
聞
い
た
。

　
「
確
か
に
分
野
に
よ
っ
て
は
、
投
資
は
低
い
水
準
に
と
ど
ま
っ
て

い
ま
す
。
初
期
投
資
が
安
く
、
短
期
間
で
費
用
回
収
が
可
能
な
ガ
ス

ヨークシャーの美しい田園地帯を走る送電線 ©Philip Silverman/Rex Features/PPS通信社

ナショナル・グリッド社が電力の需給バランスを調整 ©National Grid
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発
電
へ
の
投
資
が
多
い
一
方
、
開
発
コ
ス
ト
が
大
き
く
リ
ー
ド
タ
イ

ム
の
長
い
原
子
力
発
電
や
、
洋
上
風
力
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
、
政
府
の
補
助
金
な
し
で
は
な
か
な
か
投
資
が
進
ま
な
い
。

但
し
、
大
規
模
低
炭
素
電
源
へ
の
長
期
的
投
資
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を

確
保
す
べ
く
、
今
ま
さ
に
政
府
の
電
力
市
場
改
革
で
議
論
を
進
め
て

い
ま
す
」

低
炭
素
化
へ
、

も
う
一
段
の
電
力
市
場
改
革
が
進
む

　

イ
ギ
リ
ス
政
府
は
二
〇
一
一
年
七
月
、
電
気
料
金
上
昇
の
抑
制
、

需
給
逼
迫
回
避
、
低
炭
素
電
源
の
増
加
と
い
う
課
題
解
決
に
向
け
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
原
子
力
、
Ｃ
Ｃ
Ｓ
（
Ｃ
Ｏ
２

回
収
・
貯
留
）

付
き
の
石
炭
火
力
発
電
な
ど
低
炭
素
電
源
の
支
援
を
目
的
と
し
た
電

力
市
場
改
革
（
Ｅ
Ｍ
Ｒ
：Electricity M

arket Reform

）
を
発

表
し
た
。

　

検
討
さ
れ
て
い
る
改
革
案
の
一
つ
が
「
差
額
精
算
型
の
長
期
固

定
価
格
買
取
制
度
」。
政
府
が
一
定
水
準
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
買
取
価
格

（
固
定
価
格
）
を
設
定
し
、
大
規
模
低
炭
素
電
源
の
発
電
事
業
者
に

適
用
す
る
も
の
で
、
事
業
者
が
低
炭
素
の
電
気
を
販
売
す
る
と
き
、

市
場
価
格
が
固
定
価
格
を
下
回
れ
ば
、
政
府
が
差
額
を
補
填
す
る
。

逆
に
市
場
価
格
が
固
定
価
格
を
上
回
っ
た
と
き
は
、
事
業
者
が
政
府

に
差
額
を
返
納
す
る
。
こ
う
し
て
投
資
収
益
率
を
安
定
さ
せ
、
投
資

家
が
低
炭
素
の
発
電
事
業
に
投
資
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
ろ
う
と
い

う
も
の
で
、
二
〇
一
三
年
に
価
格
水
準
を
設
定
、
二
〇
一
四
年
に
施

行
さ
れ
る
予
定
だ
と
い
う
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
量
導
入
に
際
し
て
懸
念
さ
れ
る
供
給

の
不
安
定
さ
の
解
消
も
、
Ｅ
Ｍ
Ｒ
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
出
力
が

UK

不
安
定
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
は
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
電
源
が
不
可

欠
だ
が
、
年
に
数
百
時
間
し
か
運
転
し
な
い
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
発
電

所
を
持
つ
こ
と
は
事
業
者
に
と
っ
て
大
き
な
負
担
に
な
る
。
そ
う
し

た
こ
と
に
対
応
し
つ
つ
国
全
体
の
供
給
予
備
力
を
確
保
す
る
た
め
、

発
電
電
力
量
に
拘
ら
ず
発
電
容
量
に
対
し
て
対
価
が
支
払
わ
れ
る

キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
・
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
導
入
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
気
候
変
動
は
、
同
じ
問
題
の
裏
表
で
す
」。
英
国

大
使
館
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
部

長
は
そ
う
語
り
、
自
由
化
後
二
十
余
年
を
経
て
再
び
進
め
る
電
力
市

場
改
革
の
背
景
に
言
及
す
る
。

　

日
本
で
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
気
候
変
動
問
題
と
あ
わ
せ
て
議

論
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
３
・
11
後
は
脱
原
子
力
が
標
榜
さ
れ
、

気
候
変
動
問
題
は
一
旦
議
論
の
対
象
か
ら
外
れ
て
い
る
の
が
実
情
だ
。

　
「
事
故
の
後
、
冷
静
な
議
論
は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し

気
候
変
動
の
問
題
は
、
全
世
界
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
で
す
」

　

も
ち
ろ
ん
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
は
大
事
だ
が
、
原
子
力

な
し
で
低
炭
素
社
会
を
実
現
す
る
の
は
難
し
い
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
、

フ
ク
シ
マ
の
事
故
後
も
そ
の
考
え
方
に
変
化
は
な
い
。
早
く
か
ら
原

子
力
開
発
に
取
り
組
ん
で
き
た
イ
ギ
リ
ス
に
は
高
経
年
化
炉
も
多
く
、

早
急
に
新
規
建
設
に
着
手
し
な
い
と
電
力
危
機
が
現
実
化
し
て
し
ま

う
。
だ
か
ら
今
回
の
Ｅ
Ｍ
Ｒ
で
は
原
子
力
を
含
む
低
炭
素
電
源
の
建

設
を
支
援
し
て
い
る
の
だ
と
。

　
「
気
候
変
動
は
国
家
の
繁
栄
と
安
全
保
障
に
対
す
る
脅
威
で
す
が
、

低
炭
素
電
源
へ
の
転
換
は
、
経
済
成
長
の
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ

り
ま
す
。
実
現
に
向
け
て
は
非
常
に
大
き
な
投
資
が
必
要
で
、
投
資

を
進
め
る
政
策
を
立
て
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
イ
ギ
リ
ス
政
府

は
今
、
そ
れ
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
す
」。
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
さ

ん
は
、
そ
う
言
っ
て
話
を
終
え
た
。

英国大使館 リチャード・オッペンハイム 環境・エネルギー部長

運転開始後40年以上、現在、イギリスで最も古いウィルファ原子力発電所 ©Martin Bond/Science Photo Library/PPS通信社
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フランスの電力システム

EDF発電部門 IPP
（独立発電事業者）

卸電力取引所
（EPEX）

新規供給会社
（アグリゲーター等）

公営電力等の
地方配電会社

再生可能
エネルギー発電発電

EDFグループ

（卸電力取引）

送電

配電

小売

EDF送電子会社 RTE

EDF配電子会社 ERDF

EDF小売部門

ユーザー

固定価格
買取制度

フ
ラ
ンス
Ｅ
Ｄ
Ｆ

廃
虚
か
ら
の
復
興
を
電
力
で

　
「
以
前
の
フ
ラ
ン
ス
に
は
、発
送
配
電
す
べ
て
を
行
う
一
つ
の
電
力

会
社
し
か
存
在
し
ま
せ
ん
で
し
た
」。か
つ
て
そ
の
唯
一
の
電
力
会
社

だ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
電
力
（
Ｅ
Ｄ
Ｆ
）
の
テ
ィ
エ
リ
ー
・
ク
ノ
カ
エ
ー

ル
日
本
・
韓
国
地
域
総
代
表
は
、
開
口
一
番
こ
う
言
っ
た
。

　

Ｅ
Ｄ
Ｆ
は
一
九
四
六
年
国
有
企
業
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
第
二

次
大
戦
で
戦
場
と
な
っ
た
フ
ラ
ン
ス
は
ほ
ぼ
す
べ
て
の
イ
ン
フ
ラ
が

壊
滅
状
態
。
廃
墟
か
ら
の
経
済
復
興
に
電
力
は
不
可
欠
で
あ
り
、
大

規
模
な
発
電
設
備
や
送
電
設
備
へ
の
投
資
の
た
め
に
大
き
な
電
力
会

社
が
必
要
だ
っ
た
。
設
立
当
初
の
Ｅ
Ｄ
Ｆ
の
大
目
標
は
、
フ
ラ
ン
ス

全
土
に
平
等
に
電
気
を
供
給
す
る
こ
と
─
─
「
パ
リ
の
中
心
も
山
岳

地
帯
の
小
さ
な
村
も
同
じ
値
段
で
電
気
を
供
給
す
る
。
そ
う
し
な
い

と
み
ん
な
パ
リ
に
集
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
」。そ
う
笑
う
ク
ノ
カ
エ
ー

ル
さ
ん
、
実
は
Ｅ
Ｄ
Ｆ
社
員
だ
っ
た
お
祖
父
さ
ん
が
戦
後
の
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
と
い
う
。

　

し
か
し
時
代
は
変
わ
る
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
電
力
自
由
化
は
、
九
六
年
の
Ｅ
Ｕ
指
令
に
基
づ
き

各
国
が
各
国
の
事
情
に
合
わ
せ
て
段
階
的
に
実
施
さ
れ
た
。
フ
ラ
ン

ス
で
は
ま
ず
発
電
市
場
を
開
放
、
次
い
で
二
〇
〇
〇
年
産
業
用
顧
客

に
対
す
る
電
力
小
売
を
自
由
化
。同
年
、Ｅ
Ｄ
Ｆ
の
送
配
電
部
門
を
子

会
社
（
Ｒ
Ｔ
Ｅ
）
と
し
て
切
り
離
し
、
そ
の
子
会
社
の
活
動
が
透
明

性
・
独
立
性
・
公
正
性
を
保
っ
て
い
る
か
を
監
督
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

France

規
制
委
員
会
が
設
立
し
た
。
〇
七
年
に
は
家
庭
ま

で
の
全
面
自
由
化
を
行
う
と
同
時
に
、
Ｒ
Ｔ
Ｅ
か

ら
配
電
も
分
離
・
子
会
社
化
（
Ｅ
Ｒ
Ｄ
Ｆ
）
し
た
。

現
在
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
送
電
は
Ｒ
Ｔ
Ｅ
、
配
電
は

Ｅ
Ｒ
Ｄ
Ｆ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
一
手
に
担
い
、
規
制
部

門
と
し
て
管
理
さ
れ
る
一
方
、
発
電
と
小
売
は
完

全
に
自
由
化
さ
れ
て
い
る
。

　
「
発
送
電
を
分
離
し
て
も
安
定
供
給
は
保
証
で

き
る
」
と
ク
ノ
カ
エ
ー
ル
さ
ん
は
言
う
。
フ
ラ
ン

ス
で
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
が
Ｒ
Ｔ
Ｅ

だ
。
ど
の
発
電
所
も
Ｒ
Ｔ
Ｅ
の
送
電
網
に
つ
な

が
っ
て
い
る
し
、
需
要
に
つ
い
て
も
産
業
分
野
は

直
接
、
家
庭
な
ど
小
口
は
Ｅ
Ｒ
Ｄ
Ｆ
が
管
理
し
て
い
る
た
め
、
Ｒ
Ｔ

Ｅ
が
し
っ
か
り
し
て
い
れ
ば
需
給
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
。

供
給
責
任
を
担
う
の
は
Ｒ
Ｔ
Ｅ
と
、
直
接
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
に
電
気

を
届
け
る
小
売
会
社
だ
。

　

た
だ
近
年
、新
し
い
問
題
が
生
じ
て
い
る
。不
安
定
な
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
増
加
だ
。
こ
れ
を
系
統
に
つ
な
ぐ
に
あ
た
っ
て
の
需
給

調
整
や
送
配
電
網
の
補
強
コ
ス
ト
な
ど
難
題
が
出
て
き
て
い
る
。
そ

の
コ
ス
ト
は
一
義
的
に
は
Ｒ
Ｔ
Ｅ
が
負
担
す
る
が
、
積
み
重
な
る
と

電
気
料
金
に
反
映
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
、
と
。

原
子
力
の
電
気
を

「
原
価
」
で
ラ
イ
バ
ル
に
売
る

　

自
由
化
後
の
フ
ラ
ン
ス
で
電
気
料
金
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
？

ま
た
ユ
ー
ザ
ー
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
選
択
を
し
て
い
る
の
か
？

　

自
由
化
以
降
、
発
電
分
野
に
は
、
旧
フ
ラ
ン
ス
ガ
ス
公
社
と
ベ
ル

フランス電力（EDF） ティエリー・クノカエール日本・韓国地域総代表

ギ
ー
系
の
Ｇ
Ｄ
Ｆ
ス
エ
ズ
を
は
じ
め
ド
イ
ツ
の
エ
ー
オ
ン
系
、
イ
タ

リ
ア
の
エ
ネ
ル
や
ス
ペ
イ
ン
企
業
な
ど
が
参
入
し
て
い
る
が
、「
Ｅ
Ｄ

Ｆ
の
電
力
価
格
が
一
番
安
い
の
で
、
ほ
と
ん
ど
の
お
客
さ
ま
は
Ｅ
Ｄ

Ｆ
の
顧
客
で
あ
り
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
る
よ
う
で
す
」
と
ク
ノ
カ

エ
ー
ル
さ
ん
。
自
由
化
当
初
は
電
気
が
余
り
気
味
だ
っ
た
た
め
、
産

業
界
で
は
新
規
の
電
力
会
社
に
切
り
替
え
る
動
き
も
多
か
っ
た
。
し

か
し
、
自
前
の
発
電
所
を
動
か
す
よ
り
卸
市
場
か
ら
電
気
を
買
っ
て

き
た
方
が
安
い
よ
う
な
状
況
が
続
く
と
、
供
給
力
投
資
は
行
わ
れ
ず
、

ま
た
化
石
燃
料
価
格
の
高
騰
な
ど
も
あ
り
、
電
気
料
金
は
上
昇
し
た
。

そ
れ
で
Ｅ
Ｄ
Ｆ
回
帰
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
た
と
い
う
。

　

実
は
フ
ラ
ン
ス
の
自
由
化
の
難
し
さ
は
、こ
こ
に
あ
る
。五
八
基
の

ダンピエール原子力発電所 ©EDF – Marc DIDIER

フランスの送電線 ©RTE
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原
子
力
発
電
所
に
加
え
水
力
発
電
所
も
持
つ
Ｅ
Ｄ
Ｆ
の
安
い
電
気
料

金
に
、
新
規
参
入
者
は
対
抗
で
き
な
い
と
い
う
わ
け
だ
。
自
由
化
後

も
発
電
市
場
の
約
九
割
、
小
売
市
場
で
は
法
人
向
け
約
五
〇
％
、
家

庭
向
け
約
九
五
％
と
、
Ｅ
Ｄ
Ｆ
の
寡
占
状
況
に
Ｅ
Ｕ
委
員
会
は
不
満

足
で
、
そ
の
た
め
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
新
た
に
Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
（
電
力
市
場

新
組
織
）
法
を
導
入
し
た
。
つ
ま
り
Ｅ
Ｄ
Ｆ
の
原
子
力
で
つ
く
ら
れ

た
安
い
電
力
の
二
五
％
を
、
原
価
で
他
の
市
場
参
加
者
に
売
れ
、
と
。

　
「
ト
ヨ
タ
さ
ん
が
自
社
の
車
を
原
価
で
フ
ォ
ー
ド
に
売
る
よ
う
な

も
の
で
す
」
と
ク
ノ
カ
エ
ー
ル
さ
ん
は
肩
を
す
く
め
る
。
二
〇
一
一

年
に
施
行
さ
れ
二
五
年
ま
で
、
Ｅ
Ｄ
Ｆ
は
こ
の
売
電
を
義
務
づ
け
ら

れ
た
。
価
格
は
毎
年
見
直
さ
れ
る
そ
う
だ
が
、
一
一
年
の
売
値
は
kWh

あ
た
り
四
円
程
度
だ
と
い
う
か
ら
、
日
本
の
太
陽
光
価
格
の
ほ
ぼ
十

分
の
一
だ
。
そ
こ
ま
で
し
て
競
争
の
お
膳
立
て
を
す
る
こ
と
が
果
た

し
て
自
由
市
場
と
言
え
る
の
か
。

ユ
ー
ザ
ー
メ
リ
ッ
ト
は
ど
こ
に
？

　

Ｅ
Ｄ
Ｆ
に
と
っ
て
自
由
化
は
必
ず
し
も
良
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な

い
よ
う
だ
が
、
と
水
を
向
け
る
と
、「
一
般
的
に
自
由
化
は
電
力
シ

ス
テ
ム
が
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
場
合
に
は
効
果
が
あ
る
し
、
設
備

運
用
や
法
人
向
け
市
場
の
最
適
化
と
い
う
点
で
は
役
に
立
っ
て
い
ま

す
」
と
答
え
が
返
っ
て
き
た
。
特
に
Ｅ
Ｕ
の
場
合
、
法
人
向
け
顧
客

の
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
調
整
や
、
設
備
運
用
の
最
適
化
を
図
る
こ
と
が

で
き
る
の
だ
、
と
。

　

た
だ
、
家
庭
ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ
て
の
便
益
は
非
常
に
判
断
が
難
し

い
。
選
択
肢
を
与
え
る
こ
と
は
確
か
だ
が
、
料
金
が
下
が
る
と
は
限

ら
な
い
し
、
む
し
ろ
サ
ー
ビ
ス
低
下
を
も
た
ら
す
傾
向
が
あ
る
と
い

う
。

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
と
の
や
り
取
り
は
あ
ま
り
気
持
ち
の
い
い
も
の
で

は
な
い
。

　
「
自
由
化
は
発
電
な
ど
供
給
の
最
適
化
を
求
め
る
点
で
は
良
い
が
、

個
人
の
客
と
し
て
考
え
た
場
合
、
本
当
に
良
い
か
は
疑
問
で
す
」

収
益
源
を
国
外
に
求
め
る

　

Ｅ
Ｄ
Ｆ
は
自
由
化
と
軌
を
一
に
し
て
国
外
に
進
出
。
フ
ラ
ン
ス
国

内
に
周
辺
諸
国
か
ら
コ
ン
ペ
テ
ィ
タ
ー
が
参
入
し
て
く
る
の
に
対
し
、

新
た
な
収
益
源
を
国
外
に
求
め
、
今
や
イ
ギ
リ
ス
で
十
四
基
の
原
子

炉
を
持
つ
ほ
か
、
イ
タ
リ
ア
、
ア
メ
リ
カ
、
中
国
な
ど
で
も
事
業
を

展
開
。
資
産
・
収
益
の
五
〇
％
以
上
は
国
外
で
生
み
出
し
て
い
る
。

　
「
Ｅ
Ｄ
Ｆ
は
イ
タ
リ
ア
や
ス
ペ
イ
ン
、モ
ロ
ッ
コ
で
太
陽
光
や
風
力

に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
日
本
も
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ど
ん

ど
ん
進
め
、
あ
ら
ゆ
る
発
電
手
段
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
し
て

お
く
べ
き
で
し
ょ
う
。
た
だ
、
新
し
い
も
の
を
発
展
さ
せ
る
場
合
は

慎
重
に
進
め
な
い
と
い
け
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
も
Ｆ
Ｉ
Ｔ
（
固
定
価
格

買
取
制
度
）
を
導
入
し
ま
し
た
が
、
電
気
料
金
が
上
が
る
な
ど
あ
ま

り
い
い
結
果
は
生
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
」。
電
力
改
革
も
同
様
に
、状
況

を
見
な
が
ら
一
歩
一
歩
進
め
る
べ
き
だ
と
先
輩
国
と
し
て
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
し
て
く
れ
た
。
そ
し
て
最
後
に
、
今
、
日
本
で
原
子
力
に
つ

い
て
語
る
の
は
憚
ら
れ
る
が
、
と
前
置
き
を
し
て
─
─

　
「
原
子
力
を
続
け
て
ほ
し
い
。最
も
安
く
て
安
定
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
同
様
、
日
本
に
は
必
要
な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
事
故
後
、
日
本
の
原
子
力
事
業
者
た
ち
で
進
め
よ

う
と
し
て
い
る
安
全
対
策
を
磨
く
新
組
織
づ
く
り
は
非
常
に
大
事
で

す
。
私
の
父
も
原
子
力
発
電
所
に
勤
め
て
い
た
の
で
、
原
子
力
に
は

愛
着
が
あ
る
の
で
す
」

　

例
え
ば
、
ユ
ー
ザ
ー
側
で
何
か
電
気
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ

た
場
合
、
以
前
は
Ｅ
Ｄ
Ｆ
の
支
店
し
か
対
応
す
る
拠
点
は
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
自
由
化
後
、
顧
客
の
不
満
は
、
配
電
会
社
で
あ
る
Ｅ
Ｒ
Ｄ

Ｆ
に
電
話
を
す
る
と
、「
私
は
あ
な
た
と
お
話
し
す
る
権
利
を
持
っ
て

い
ま
せ
ん
。
Ｇ
Ｄ
Ｆ
ス
エ
ズ
な
り
Ｅ
Ｄ
Ｆ
な
り
、
あ
な
た
と
契
約
し

て
い
る
小
売
会
社
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
」
と
な
る
こ
と
だ
。
そ
こ

で
ユ
ー
ザ
ー
が
小
売
会
社
に
電
話
を
す
る
と
、
昔
の
よ
う
に
地
域
ご

と
に
支
社
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
た
い
て
い
は
ユ
ー
ザ
ー
が

住
む
町
と
は
何
の
関
係
も
な
い
遠
方
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
か
か
る
。

France

需給調整はEDFの子会社RTEが行っている ©RTE
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韓国の電力システム
KEPCO発電子会社（6社） IPPなど＊（401社）発電

入札（販売）

＊IPP ： 発電事業者、新再生、商用自家、区域電気など

物理的な流れ 電力販売の流れ

入札（販売）

（卸電力取引）

送配電販売

韓国電力取引所（KPX）

PPA（4社） KEPCO（送電、配電、販売）

ユーザー

韓
国
電
力

９
・
１５
に
現
れ
た
問
題

　

９
・
15
─
─
韓
国
で
９
・
15
と
言
え
ば
、
昨
年
九
月
十
五
日
の
大

停
電
の
こ
と
だ
。

　

｢

需
要
予
測
が
甘
か
っ
た
。
そ
れ
で
発
電
設
備
が
足
り
な
く
な
っ

て
大
停
電
に
至
っ
た
わ
け
で
す｣

。
韓
国
電
力
公
社 

東
京
支
社
長

の
徐ソ 

奎ギ
ュ
ソ
ク錫
さ
ん
は
、
そ
う
切
り
出
し
た
。

　

最
高
気
温
三
三
℃
の
予
報
に
も
拘
ら
ず
二
八
℃
基
準
の
需
要
予
測

を
し
て
い
た
。
ま
た
供
給
能
力
を
過
大
推
計
し
て
い
た
。
つ
ま
り
二

時
間
以
内
に
起
動
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
電
源
を
計
上
し
た
り
、
夏

季
に
は
発
電
能
力
が
若
干
落
ち
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
な
い
推
計
に

な
っ
て
お
り
、
誤
り
に
気
づ
い
た
と
き
に
は
手
を
打
つ
時
間
的
余
裕

は
な
く
、
結
果
と
し
て
全
国
規
模
で
五
時
間
も
停
電
が
続
い
た
。

　

こ
の
需
要
増
は
残
暑
の
影
響
も
あ
る
が
、
も
と
も
と
韓
国
の
電
力

需
要
は
、Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
を
上
回
る
勢
い
で
伸
び
て
お
り
、二
〇
一
〇

年
が
一
〇
・
一
％
、
一
一
年
は
四
・
八
％
増
。
一
人
あ
た
り
電
力
消
費

量
は
日
本
を
上
回
る
。
な
ぜ
、
こ
こ
ま
で
電
力
多
消
費
な
の
か
？

　

そ
の
理
由
を
徐
さ
ん
は
「
電
気
料
金
が
安
い
か
ら
、
頓
着
な
く

使
っ
て
し
ま
う
」
か
ら
だ
、
と
言
う
。
実
際
、
韓
国
の
電
気
料
金
の

安
さ
は
世
界
で
も
群
を
抜
い
て
お
り
、
日
本
に
比
べ
る
と
四
割
程

度
（
為
替
レ
ー
ト
換
算
）。
一
方
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
は
、
省
エ
ネ

の
進
ん
だ
日
本
は
も
ち
ろ
ん
、
多
消
費
と
言
わ
れ
る
米
国
と
比
べ
て

も
著
し
く
低
い
。
こ
う
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
悪
さ
は
と
も
か

く
、
日
本
で
は
韓
国
の
電
気
料
金
の
安
さ
を
賞
賛

し
、
韓
国
の
分
社
型
発
送
電
分
離
形
態
を
見
習
う

べ
き
だ
と
い
う
声
も
あ
っ
た
。
特
に
９
・
15
ま
で

は
─
─
。

　

し
か
し
徐
さ
ん
は
、
こ
の
９
・
15
に
韓
国
の
電

力
改
革
の
弊
害
が
垣
間
見
え
る
と
言
う
。

原
価
の
九
〇
％
で
売
る

　

韓
国
電
力
は
一
九
六
一
年
の
設
立
時
は
株
式

会
社
だ
っ
た
。
八
二
年
に
一
〇
〇
％
国
有
化
さ

れ
、
発
送
電
一
貫
体
制
で
国
内
の
電
力
供
給
を

独
占
的
に
担
っ
た
。
現
在
、
国
の
持
ち
株
比
率
は
五
一
％
。「
今

回
、
東
京
電
力
が
国
有
化
さ
れ
ま
し
た
が
、
国
有
化
で
何
が
起
き
る

か
。
弊
社
の
中
に
答
え
が
全
て
あ
り
ま
す
」
と
徐
さ
ん
は
苦
笑
す
る
。

九
七
年
の
ア
ジ
ア
金
融
危
機
時
、
政
府
は
韓
国
電
力
の
火
力
発
電
所

を
売
却
し
て
ド
ル
を
手
に
入
れ
よ
う
と
し
た
が
、
失
敗
。
世
界
的
な

電
力
自
由
化
の
流
れ
の
な
か
で
、
段
階
的
な
民
営
化
を
行
う
こ
と
と

し
た
。

　

二
〇
〇
一
年
、
韓
国
電
力
は
発
電
と
送
配
電
販
売
が
分
離
さ
れ
、

真
ん
中
に
電
力
取
引
所
を
設
置
。
こ
の
と
き
分
離
さ
れ
た
発
電
子
会

社
六
社
も
、
Ｉ
Ｐ
Ｐ
（
独
立
系
発
電
事
業
者
）
も
、
発
電
し
た
電
気

は
一
〇
〇
％
取
引
所
を
通
じ
て
取
引
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
い
わ

ゆ
る
強
制
プ
ー
ル
で
、
こ
こ
か
ら
韓
国
電
力
が
一
〇
〇
％
購
入
し
、

顧
客
に
販
売
す
る
と
い
う
形
態
だ
。

　

Ｉ
Ｐ
Ｐ
は
現
在
四
百
一
社
。
こ
れ
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
中

心
に
小
さ
い
会
社
が
多
く
、
実
は
韓
国
電
力
の
発
電
子
会
社
が
全
発

電
の
八
五
％
を
占
め
る
と
い
う
。
そ
し
て
取
引
所
は
単
に
取
引
だ
け

Korea
韓国電力公社 徐 奎錫（ソ ギュソク）東京支社長 韓国電力取引所（KPX：Korea Power Exchange） ©Bloomberg/Bloomberg/Getty Images

電力多消費の国・韓国 ©MITSURU YAMAGUCHI/a.collection/amanaimages

で
な
く
、
系
統
運
用
の
指
令
も
出
す
役
割
を
担
っ
て
い
る
。｢

韓
国

電
力
は
指
令
を
受
け
て
動
く
だ
け
だ｣

と
徐
さ
ん
は
言
う
。

　

電
力
販
売
は
韓
国
電
力
の
一
社
独
占
で
、
電
気
料
金
は
先
に
述
べ

た
と
お
り
極
め
て
安
い
。
安
さ
の
理
由
は
、
ま
ず
国
の
政
策
に
よ
り

抑
制
さ
れ
て
い
る
う
え
、
発
電
単
価
の
安
い
原
子
力
や
石
炭
を
使
い
、

稼
動
率
も
高
い
。
消
費
地
が
密
集
し
て
い
る
た
め
、
送
電
コ
ス
ト
も

安
く
つ
く
。
こ
う
し
た
理
由
か
ら
こ
の
三
十
年
、
消
費
者
物
価
は

二
四
〇
％
上
昇
し
て
い
る
の
に
電
気
料
金
は
僅
か
一
八
・
五
％
し
か

上
が
っ
て
い
な
い
。
そ
し
て
こ
の
安
す
ぎ
る
電
気
料
金
が
、
電
力
消

費
を
増
や
し
続
け
て
い
る
。
例
え
ば
暖
房
で
は
他
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

比
べ
て
も
、
灯
油
の
六
割
、
都
市
ガ
ス
の
八
割
と
い
う
安
さ
だ
か
ら
、

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
栽
培
の
暖
房
に
使
う
な
ど
、
電
力
消
費
は
ど
ん
ど

ん
増
え
て
い
る
。

　

し
か
し
韓
国
電
力
に
と
っ
て
は
「
原
価
の
九
〇
％
く
ら
い
で
売
っ

て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
四
年
連
続
赤
字
。
格
付
け
も
下
落
し
て
い
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る
し
、
負
債
比
率
が
高
い
か
ら
海
外
発
電
所
建
設
の
入
札
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
も
書
類
審
査
で
落
ち
て
し
ま
う
」
と
徐
さ
ん
は
嘆
く
。

プ
レ
イ
ヤ
ー
が
増
え
た
と
き

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
ど
う
す
る
？

　

徐
さ
ん
に
電
力
自
由
化
・
発
送
電
分
離
の
メ
リ
ッ
ト
を
聞
く
と
、

「
電
力
自
由
化
し
て
安
い
電
気
料
金
が
維
持
さ
れ
る
な
ん
て
、
そ
ん

な
嘘
み
た
い
な
話
あ
る
は
ず
が
な
い
（
笑
）。
メ
リ
ッ
ト
な
ん
て
あ

る
ん
で
し
ょ
う
か
」
と
、
笑
っ
た
あ
と
、
真
顔
に
戻
り
、
プ
レ
イ

ヤ
ー
が
増
え
、
利
害
対
立
が
深
化
し
て
い
る
と
話
を
続
け
た
。
民
間

の
参
入
を
促
す
た
め
韓
国
電
力
が
電
力
購
入
時
に
固
定
費
・
燃
料

費
・
適
正
収
益
を
一
〇
〇
％
保
証
し
て
い
る
た
め
、
損
を
し
な
い
商

売
と
い
う
認
識
で
サ
ム
ス
ン
や
ポ
ス
コ
な
ど
大
手
企
業
の
参
入
が
増

え
て
い
る
と
。

　

ま
た
発
送
電
分
離
を
し
た
た
め
に
、
９
・
15
で
は
取
引
所
か
ら
の

指
令
に
時
間
の
ズ
レ
が
出
て
し
ま
っ
た
。

　
「
別
組
織
に
な
っ
た
た
め
、
情
報
共
有
を
し
づ
ら
く
、
手
続
き
に

時
間
が
か
か
っ
た
。
一
社
体
制
よ
り
遅
く
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

プ
レ
イ
ヤ
ー
が
増
え
る
ほ
ど
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
難
し
く
な
る
。
四
百

も
の
小
さ
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
電
所
を
束
ね
、
統
一
的
な

行
動
が
と
れ
る
か
ど
う
か
。
特
に
非
常
時
に
は
そ
れ
が
大
事
だ
が
」

　

発
電
部
門
は
分
割
し
て
子
会
社
化
し
た
た
め
燃
料
調
達
時
の
バ
ー

ゲ
ニ
ン
グ
パ
ワ
ー
が
弱
ま
っ
た
し
、
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
も
弱
体
化
。

「
我
々
が
海
外
事
業
展
開
を
し
よ
う
に
も
、
発
電
所
も
持
っ
て
い
な

い
の
に
な
ぜ
入
札
に
参
加
す
る
の
か
、
と
ま
ず
言
わ
れ
る
。
子
会
社

が
あ
る
と
い
う
説
明
か
ら
始
め
な
い
と
い
け
な
い
」。
そ
れ
に
「
９
・

15
で
は
韓
国
電
力
が
悪
か
っ
た
、
と
言
わ
れ
る
。
電
力
取
引
所
が
悪

電
気
料
金
を
安
く
す
る
の
で
は
な
く

適
正
利
潤
を
求
め
る
よ
う
事
業
者
は
動
く

　
「
電
気
事
業
の
設
計
は
多
様
で
す
が
、
最
後
は
電
気
料
金
を
通
じ

て
す
べ
て
の
費
用
を
回
収
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

電
気
事
業
は
効
率
性
と
同
時
に
安
定
供
給
を
維
持
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
た
め
、
発
電
、
送
電
、
配
電
、
小
売
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
で
適

正
な
利
潤
を
確
保
で
き
る
よ
う
な
設
計
が
求
め
ら
れ
ま
す
」

　

諸
外
国
の
電
気
事
業
に
詳
し
い
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究
所
の

電
力
グ
ル
ー
プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
小
笠
原
潤
一
研
究
主
幹
は
、
現
在
、

世
界
で
起
き
て
い
る
電
気
事
業
を
め
ぐ
る
現
象
を
、
こ
う
総
括
す
る
。

　

電
力
改
革
で
は
一
般
的
に
送
配
電
は
規
制
対
象
と
な
り
、
発
電
と

小
売
は
自
由
化
対
象
と
な
る
。
競
争
を
通
じ
て
効
率
化
や
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
を
図
ろ
う
と
す
る
わ
け
だ
が
、
現
状
で
は
、
化
石
燃
料
価
格
の

高
騰
や
、
環
境
規
制
な
ど
に
よ
る
大
規
模
電
源
立
地
の
困
難
化
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
拡
大
と
そ
れ
に
伴
う
送
配
変
電
設
備
の

増
強
な
ど
、
供
給
コ
ス
ト
は
上
昇
傾
向
に
あ
る
の
が
実
情
だ
と
い
う
。

　
「
だ
か
ら
、
競
争
導
入
を
通
じ
て
、『
適
正
な
競
争
の
下
で
の
電
気

料
金
の
値
上
げ
は
仕
方
な
い
』
と
い
う
土
壌
を
つ
く
り
た
い
と
い
う

の
が
、
お
そ
ら
く
各
国
の
規
制
機
関
の
考
え
方
で
す
」

　

え
？　

日
本
で
の
議
論
は
、
競
争
環
境
の
導
入
に
よ
り
電
気
料
金

い
と
は
言
わ
れ
な
い
」。
徐
さ
ん
は
悔
し
そ
う
な
表
情
を
見
せ
た
。

　

世
界
の
ト
レ
ン
ド
に
乗
っ
て
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
を
行
っ
た
も
の

の
、
欧
米
と
韓
国
で
は
事
情
が
異
な
る
と
訴
え
る
。

　
「
韓
国
は
島
で
す
。
Ｅ
Ｕ
諸
国
は
隣
国
か
ら
、
関
電
さ
ん
も
他
電

力
か
ら
融
通
し
て
貰
え
る
が
、
我
々
は
ど
こ
か
ら
も
貰
え
な
い
」。

プ
レ
イ
ヤ
ー
は
増
え
た
が
安
定
的
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
は
な
い
し
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
と
い
う
よ
り
地
価
上
昇
を
狙
っ
た
悪
い

事
例
も
あ
っ
た
そ
う
だ
。

　

実
は
韓
国
は
、
販
売
部
分
も
開
放
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
し
か
し

効
果
が
見
え
ず
、
二
〇
〇
四
年
に
中
止
し
た
。

　
「
日
本
で
は
地
域
独
占
が
非
難
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
地
域
別
に
分

け
た
の
は
、
も
と
も
と
経
済
や
文
化
も
地
域
ご
と
に
異
な
っ
て
い
た

か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
を
も
と
に
地
域
に
責
任
を
持
つ

電
力
体
制
が
で
き
た
は
ず
。
今
後
、
日
本
で
発
送
電
分
離
を
行
う
場

合
、
全
プ
レ
イ
ヤ
ー
を
管
理
す
る
重
要
性
を
認
識
す
べ
き
で
す
。
ど

ん
な
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
も
、
ユ
ー
ザ
ー
に
悪
影
響
を
与
え
な
い
よ

う
に
し
て
お
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
ね
」
と
徐
さ
ん
は
先
輩
と
し
て

の
助
言
を
く
れ
た
。

Korea
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世
界
の
電
力
改
革
を

総
括
す
れ
ば

小
笠
原
潤
一 

日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究
所 

研
究
主
幹
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アメリカの電力システム（PJM RTO）
主要電力会社発電部門 発電会社 輸入発電

送電

配電

小売

送電設備所有者

主要電力会社系配電部門

主要電力会社系小売部門 新規参入者

公営・
協同組合営
配電会社

自由化対象ユーザー 規制ユーザー

PJMエネルギー市場を
通じた系統運用

自由化市場 規制市場

が
安
く
な
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
か
？

　
「
自
由
化
を
し
て
も
、
電
気
料
金
は
必
ず
し
も
安
く
な
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
」。
そ
の
理
由
と
し
て
小
笠
原
さ
ん
は
、
ア
メ
リ
カ

の
電
力
市
場
分
析
の
先
駆
者
ポ
ー
ル
・
ジ
ョ
ス
コ
ウ
に
よ
る
過
去

二
十
年
間
の
制
度
改
革
の
評
価
を
紹
介
し
て
く
れ
た
。
つ
ま
り
、
需

要
は
刻
々
変
動
す
る
た
め
ピ
ー
ク
時
価
格
は
高
騰
す
る
な
ど
、
卸
電

力
市
場
は
も
と
も
と
価
格
変
動
が
起
こ
り
や
す
い
が
、
小
売
会
社
は

い
く
ら
卸
市
場
の
価
格
が
高
く
て
も
需
要
家
に
電
気
を
渡
さ
な
く
て

は
い
け
な
い
。
そ
の
解
決
方
法
と
し
て
、
小
売
会
社
と
発
電
会
社
の

間
で
垂
直
統
合
型
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
一
般
的
に
な
っ
て
い
る
。

事
業
者
は
発
電
・
小
売
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
保
持
す
る
こ
と
で
市
場
変

動
リ
ス
ク
を
回
避
し
よ
う
と
し
て
い
る
、
と
。

　
「
で
す
か
ら
、
価
格
が
安
く
な
る
と
い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
働
く
と

い
う
よ
り
は
、
適
正
な
利
潤
を
求
め
る
よ
う
事
業
者
が
行
動
す
る
と

い
う
の
が
主
な
ん
で
す
」

自
由
化
は
都
市
部
の
政
策
だ

　

自
由
化
し
て
も
電
気
料
金
が
安
く
な
る
と
は
限
ら
な
い
。
そ
も
そ

も
自
由
化
や
発
送
電
分
離
は
世
界
的
潮
流
な
の
か
。

　
「
欧
米
で
も
自
由
化
が
行
わ
れ
て
い
る
の
は
主
に
都
市
部
。
大
半

の
地
域
で
は
市
や
郡
な
ど
公
営
の
電
力
会
社
が
非
常
に
多
数
残
っ
て

お
り
、
あ
ま
り
競
争
は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
基
本
的
に
自
由
化
が

も
た
ら
す
の
は
都
市
部
、
人
口
密
度
の
高
い
と
こ
ろ
で
の
競
争
な
ん

で
す
」

　

も
と
も
と
電
気
事
業
は
、
日
本
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
ベ
ン

チ
ャ
ー
起
業
家
が
始
め
た
。
そ
の
過
程
で
Ｍ
＆
Ａ
や
合
併
を
通
じ
て

大
企
業
化
が
進
行
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
そ
の
際
に
独
占
禁
止
法
の
関

係
で
大
規
模
電
力
会
社
の
分
割
が
行
わ
れ
、
ま
た
権
限
が
州
に
帰
属

す
る
と
判
断
さ
れ
た
た
め
、
州
ご
と
の
事
業
規
制
と
い
う
形
で
事
業

が
進
ん
だ
。
一
方
、
第
一
次
・
第
二
次
世
界
大
戦
で
電
気
事
業
の
イ

ン
フ
ラ
が
破
壊
さ
れ
た
欧
州
で
は
、
戦
後
の
経
済
復
興
期
に
、
そ
の

資
本
規
模
の
大
き
さ
か
ら
、
国
営
・
発
送
電
一
貫
と
し
て
電
気
事
業

復
興
を
進
め
る
国
が
多
か
っ
た
。

　

そ
し
て
一
九
九
〇
年
頃
か
ら
始
ま
っ
た
電
力
改
革
。
自
由
化
と
同

時
に
発
送
電
分
離
が
行
わ
れ
た
が
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
経
済
統
合
を

行
う
た
め
の
環
境
整
備
、
ア
メ
リ
カ
は
電
気
事
業
の
広
域
的
な
安
定

運
用
を
実
現
す
る
た
め
と
い
う
経
緯
の
違
い
が
あ
り
ま
す
」。
欧
州

諸
国
は
、
国
営
企
業
が
多
い
こ
と
も
あ
り
、
目
に
見
え
て
わ
か
り
や

す
い
所
有
分
離
を
選
ぶ
こ
と
が
多
か
っ
た
。
一
方
で
、
民
間
電
力
会

社
の
多
い
ア
メ
リ
カ
で
は
所
有
分
離
に
は
抵
抗
が
強
い
た
め
、
州
を

超
え
て
流
れ
る
電
気
の
安
定
運
用
の
責
任
主
体
と
し
て
、
Ｒ
Ｔ
Ｏ

（
地
域
送
電
機
関
）
を
設
置
す
る
運
用
分
離
が
推
奨
さ
れ
た
。
し
か

し
、
従
来
ど
お
り
発
送
電
一
貫
体
制
の
垂
直
統
合
型
電
力
会
社
が
系

統
運
用
を
行
っ
て
い
る
州
も
多
く
残
っ
て
お
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
形
態
が
混
在
し
て
い
る
状
況
だ
と
言
え
る
。

　

ま
た
、
民
間
が
独
自
の
設
備
投
資
を
し
よ
う
に
も
、

需
要
密
度
が
小
さ
す
ぎ
て
採
算
が
合
わ
な
い
地
域
が

あ
る
。
こ
う
し
た
地
域
で
は
、
自
治
体
が
電
気
事
業

を
担
う
こ
と
も
多
く
、
ド
イ
ツ
に
は
七
百
以
上
、
他

の
欧
州
諸
国
も
数
百
程
度
の
公
営
電
力
会
社
が
あ
る
。

国
土
が
広
大
な
ア
メ
リ
カ
で
は
そ
れ
す
ら
難
し
く
、

地
域
の
人
々
に
よ
る
協
同
組
合
形
式
の
電
力
会
社
も

多
い
そ
う
だ
。

　

一
方
、
ア
ジ
ア
で
は
、
九
七
年
の
通
貨
危
機
以
降
、

世
界
銀
行
な
ど
が
融
資
条
件
と
し
て
電
気
事
業
改
革

を
求
め
た
こ
と
に
よ
り
、
卸
部
門
の
自
由
化
や
発
送
電
分
離
を
行
っ

た
国
も
多
い
。
発
電
投
資
を
し
よ
う
に
も
資
金
が
足
り
ず
、
自
由
化

に
よ
り
広
く
世
界
か
ら
発
電
投
資
を
招
き
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
わ

け
だ
。

儲
け
る
気
満
々
の
人
々
が
仕
掛
け
た

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
電
力
危
機

　

世
界
で
は
多
様
な
形
で
電
力
自
由
化
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

と
き
安
定
供
給
は
確
保
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
？

　
「
安
定
供
給
と
い
う
概
念
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
垂
直
一
貫

の
頃
は
各
電
力
会
社
が
安
定
供
給
を
維
持
す
る
考
え
が
強
か
っ
た
の

で
問
題
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
自
由
化
さ
れ
た
状
況
下
で
は
、
周
波

数
を
維
持
す
る
義
務
は
あ
る
が
、
需
要
に
応
じ
て
供
給
力
を
確
保
す

る
義
務
は
な
い
。
そ
れ
は
市
場
に
任
せ
る
わ
け
で
す
」

　

し
か
し
市
場
は
そ
う
は
動
か
な
い
、
と
小
笠
原
さ
ん
は
続
け
る
。

唯
一
の
例
外
は
、
世
界
の
卸
電
力
市
場
の
モ
デ
ル
と
も
な
っ
た
北
欧

の
ノ
ル
ド
プ
ー
ル
だ
。
水
力
が
豊
富
に
あ
り
、
し
か
も
支
配
的
な
発

電
事
業
者
が
国
営
の
た
め
、
利
潤
を
最
大
化
し
よ
う
と
い
う
動
機
が

働
か
ず
、
安
定
供
給
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
北
欧
と
同
じ
制

度
を
移
植
し
、
電
力
会
社
の
火
力
発
電
を
売
却
さ
せ
た
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
で
は
、
儲
け
る
気
満
々
の
人
た
ち
が
大
勢
や
っ
て
き
て
、
供
給

を
で
き
る
だ
け
絞
っ
て
値
段
を
つ
り
上
げ
よ
う
と
需
給
逼
迫
が
演
出

さ
れ
、
二
〇
〇
〇
年
夏
と
〇
一
年
冬
に
は
輪
番
停
電
に
ま
で
至
っ
た

と
い
う
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
は
そ
の
後
、
卸
電
力
取
引
の
監
視
強
化

な
ど
制
度
の
見
直
し
を
実
施
し
た
。

　

ち
な
み
に
ア
メ
リ
カ
の
場
合
、
二
〇
〇
〇
年
ま
で
に
二
十
四
州
と

首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
で
自
由
化
が
決
定
さ
れ
た
が
、
こ
の
電
力
危
機
を
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機
に
中
止
・
撤
回
し
た
州
も
あ
り
、
現
時
点
で
全
面
自
由
化
は
十
五

州
と
ワ
シ
ン
ト
ン
の
み
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

自
由
化
を
進
め
る
ほ
ど

不
自
由
に
な
る
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス

　

制
度
の
見
直
し
─
─
そ
う
い
え
ば
先
に
取
材
を
行
っ
た
イ
ギ
リ
ス

も
再
び
電
力
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
言
っ
て
い
た
。
小
笠
原
さ

ん
に
よ
れ
ば
、
以
前
で
あ
れ
ば
、
自
由
化
す
る
と
ガ
ス
火
力
の
参
入

が
増
え
競
争
が
進
展
す
る
の
が
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
パ
タ
ー
ン
で
、

現
に
イ
ギ
リ
ス
な
ど
は
そ
れ
で
成
功
し
て
き
た
。
し
か
し
、
最
近
は

特
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
拡
大
す
べ
く
規
制
市
場
が
一
方
で
拡

大
。
そ
も
そ
も
自
由
化
と
は
市
場
原
理
に
任
せ
る
の
が
主
眼
だ
が
、

昨
今
は
規
制
市
場
と
自
由
化
の
市
場
を
い
か
に
融
合
さ
せ
る
か
と
い

う
問
題
が
現
れ
た
。
こ
れ
が
制
度
を
複
雑
に
し
て
い
る
、
と
。

　

例
え
ば
、
現
在
ど
の
国
も
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
増
や
し
て
い

る
が
、
再
エ
ネ
は
当
日
そ
の
時
に
な
ら
な
い
と
ど
の
く
ら
い
発
電
で

き
る
か
わ
か
ら
な
い
。
だ
か
ら
ど
の
事
業
者
も
供
給
力
に
は
カ
ウ
ン

ト
し
て
い
な
い
。
ド
イ
ツ
で
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
増
や
し
、

全
量
を
卸
取
引
所
が
優
先
的
に
買
い
取
る
し
く
み
を
つ
く
っ
た
。
再

エ
ネ
の
不
安
定
さ
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
の
火
力
発
電
所
を
動
か
す
に

は
、
ゼ
ロ
円
入
札
の
扱
い
を
さ
れ
て
い
る
再
エ
ネ
よ
り
安
い
マ
イ
ナ

ス
価
格
で
入
札
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

実
際
に
マ
イ
ナ
ス
価
格
で
約
定
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
、
い
わ

ば
「
金
を
払
う
か
ら
電
気
を
使
っ
て
く
れ
」
と
言
っ
て
い
る
よ
う
な

も
の
で
あ
る
。
現
時
点
で
ド
イ
ツ
は
卸
価
格
が
下
が
っ
た
の
で
ひ
と

ま
ず
好
評
価
を
受
け
て
は
い
る
が
、
今
後
こ
れ
が
続
く
と
投
資
が
起

き
ず
供
給
力
を
確
保
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。

世界の電力改革を総括すれば
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題字　森　詳介（関西電力株式会社 取締役会長）

『躍』（やく）という誌名は、皆さまとともに「躍進」「飛躍」していきたい、
また皆さまにとって「心躍る」広報誌でありたい、
との思いを込めて名づけました。

編集後記
「電力が、国民生活と企業活動にとって不可欠の財であることは言
を俟たない。……しかしながら……『安くて手軽な電力の時代』は
終わった」。さる七月、経済産業省の電力システム改革専門委員会
がまとめた「電力システム改革の基本方針」の冒頭の一節です。
電気事業の姿が大きく変わろうとするなか、特別編集第三弾の今号
は「電力システムを考える」を特集テーマとして、「鼎談」では山本隆
三さん、伊藤敏憲さん、萱野稔人さんにお集まりいただき、重要な社
会インフラ、ライフラインとしての電力システムのあり方について語っ
ていただきました。
続く｢オピニオン｣では、電力システム改革で注目されている発送電
分離や全面自由化、電気料金制度、広域連系／大規模電力融通
への視点をはじめ、ユーザーの身近なところで進むスマート化などに
ついて、各分野の専門家・有識者の意見を聴きました。
日本でヒートアップする改革論議ですが、世界には既に改革の先例
があります。成功例・失敗例に学ぼうと、「世界はいま」では電力シス
テム改革で先行した国 を々取材しました。
厳しい残暑、そして電力会社に対する社会の厳しい眼はまだまだ続
きそうですが、三号にわたる特別編集の過程で多くの方々のご意
見を伺い、気づいたことは、まず自ら変わること。チャレンジャーとし
ての動きが求められる秋に向け、ささやかながら少しスリムになった

『躍』をお届けします。

本誌は植物油インキを使用しています。

『躍』の内容はホームページでもご覧いただけます。 
http://www.kepco.co.jp/yaku/
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＊今号の取材は 2012 年 7 月12 日までに実施したものです。

　

一
方
、
今
後
再
エ
ネ
を
増
や
そ
う
と
し
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
で
は
、

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
電
源
投
資
を
確
保
す
る
た
め
に
固
定
価
格
買
取
制

度
と
火
力
発
電
所
等
の
投
資
を
推
進
す
る
容
量
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
並
行

し
て
導
入
す
る
方
向
で
、
制
度
を
見
直
し
て
い
る
。

　

ま
た
ア
メ
リ
カ
北
東
部
の
Ｒ
Ｔ
Ｏ
で
あ
る
Ｐ
Ｊ
Ｍ
は
、
〇
七
年
以

降
、
容
量
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
可
視
化
す
る
こ
と
で
ピ
ー
ク
時
の
値
段
の

つ
り
上
げ
を
防
い
で
い
る
。
市
場
価
格
は
、
規
制
機
関
が
適
正
と
認

め
た
も
の
だ
か
ら
高
く
て
も
仕
方
が
な
い
と
納
得
し
て
も
ら
う
に
は
、

厳
し
い
市
場
監
視
が
必
要
だ
。
発
電
事
業
者
が
Ｐ
Ｊ
Ｍ
に
入
札
を
行

う
場
合
は
、
入
札
時
に
原
価
も
全
部
開
示
し
な
い
と
い
け
な
い
の
で
、

ど
こ
の
発
電
所
が
ど
の
く
ら
い
儲
け
て
い
る
か
が
わ
か
る
。
そ
こ
ま

で
徹
底
す
れ
ば
適
正
価
格
の
判
断
が
で
き
る
が
、
あ
る
意
味
、
市
場

メ
カ
ニ
ズ
ム
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
る
と
も
言
え
る
。

　
「
電
気
事
業
の
制
度
改
革
は
、
一
旦
自
由
化
を
始
め
て
し
ま
う
と
、

同
じ
と
こ
ろ
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
次
か
ら
次

へ
と
新
し
い
問
題
が
起
こ
る
の
で
、
随
時
、
制
度
の
見
直
し
な
ど
、

改
革
を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
宿
命
に
あ
り
ま
す
」

　

電
気
料
金
が
必
ず
安
く
な
る
と
い
う
保
証
は
な
く
て
、
安
く
な
る

よ
う
に
効
率
化
を
進
め
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
や
、
安
定
供
給
を
維
持

す
る
た
め
設
備
投
資
を
促
す
枠
組
み
を
つ
く
る
な
ど
、
常
に
市
場
の

枠
組
み
や
ル
ー
ル
を
変
更
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
「
だ
か
ら
一
旦
自
由
化
す
る
と
、
そ
の
う
ち
す
ご
く
厚
い
ル
ー
ル

ブ
ッ
ク
を
理
解
し
な
い
と
事
業
に
参
入
で
き
な
い
状
況
に
な
る
。
自

由
化
と
い
い
な
が
ら
不
自
由
で
す
」
と
小
笠
原
さ
ん
は
溜
息
を
つ
く
。

先
行
諸
国
に
多
様
な
前
例
が
あ
る
こ
と
を
弁
え
、
日
本
は
覚
悟
を

持
っ
て
制
度
設
計
に
臨
む
べ
き
だ
、
と
締
め
括
っ
た
。

取
材
・
編
集
／
田
窪
由
美
子

諸外国の電力システム
電力システム改革 自給率

（原子力含）改革概要 送電分離 成果/結果

アメリカ
●電気事業者3000社以上、州ごとにシステムは異なる
●90年代から自由化推進
●全面自由化は15/50州とワシントンDC
●発送電分離を行いISOやRTOなど広域運営の州もある

機能分離

●2000年カリフォルニア電力危機､02年エンロン破綻により、
「本業回帰戦略（Back to Basics）」と称される規制部門事
業中心の経営体制への回帰アリ

●広域的な系統監視と運用欠如が03年北米大停電を起こした

68%
（78％）

カナダ
●州ごとに異なる
●卸市場自由化は8/10州､小売全面自由化は2州のみ
●アメリカの要求に応じて送電網開放も実施

会計分離 ●自由化で先行するオンタリオ州では､03年の北米大停電を受
け､競争と規制を組み合わせたハイブリッド市場を採用

144%
（153%）

フランス
●2000年国営電力EDFの発送電分離（送配電分離･子会社

化、のち配電も分離･子会社化）、小売段階的自由化開始
●07年小売全面自由化

法的分離
●原子力をベースにした電気料金の安さから、発電市場9割、小

売は法人5割・家庭95％がEDFと寡占が続く
●競争促進に向けて非対称規制を導入

9%
（51%）

イギリス
●90年世界に先駆けて国営電力の分割民営化､発送電分離、

プール市場導入（01年廃止）、小売段階的自由化開始
●99年小売全面自由化、02年価格規制撤廃

所有分離
機能分離

●国際M&Aが進み､発電/小売は大手6社が寡占
●電気料金上昇抑制､需給逼迫回避、低炭素電源増加に向け、

11年から再度､電力市場改革に着手

72%
（81%）

ドイツ
●8大電力を中心に多数の中小公営電力等があったが、98年小

売全面自由化、発送電分離
●07年料金規制撤廃

法的分離
所有分離

●国際M&Aが進み4大グループが発電市場の8割、小売1/3を占
め､送電系統も4社が所有・運営（2社は海外送電会社へ売却）

●再エネ拡大等で電気料金高騰

29%
（40%）

イタリア ●92年国営電力ENELを株式会社化
●00年発送電分離、小売段階的自由化（07年全面自由化） 所有分離 ●電気料金高騰と慢性的な電力不足/停電頻発

●03年夏大停電→送電網完全分離決定（12年1月完了） 16%

スペイン ●98年小売段階的自由化（03年全面自由化）
●10年国内単独TSO化 所有分離

●発電は大手2社で6割、上位5社で9割、小売も大手5社で8割
以上を占める寡占市場

●07年料金規制を撤廃したが、09年規制料金を導入、家庭の
93％は規制料金を選ぶ

13%
（24%）

ノルウェー ●91年全面自由化、国営電力の発送電分離、電力取引所ノルド
プール設立

所有分離
（国有） ●ノルドプールが北欧4カ国の国際電力取引市場として拡大 756%

ロシア
●01〜08年国営電力を順次、複数の発電会社と連邦送電会

社、販売会社に再編
●11年家庭を除き小売自由化

所有分離
（国有）

●新料金算定方式による送配電料金の引き上げで小売電力価
格高騰

176%
（183%）

韓国 ●01年国営の韓国電力を発電6社と送配電に分割（子会社
化）、系統運用も担う電力取引所(強制プール)を設置 法的分離

●発電市場に400社以上参入も子会社が85％のシェアを占め、
電気料金は政策料金として原価割れの低水準

●11年需要予測の甘さと対応遅れにより大停電発生

3%
（19%）

日本 ●95年発電自由化、00年小売段階的自由化
●現在販売電力量の6割以上自由化 会計分離 ●12年7月、改革の基本方針が出され、年内目途に詳細な制度

設計が行われる
4%

（20%）

＊日本エネルギー経済研究所小笠原潤一氏の資料/海外電力調査会等資料、各国取材をもとに編集室まとめ　＊エネルギー自給率はIEA2009年データ(韓国2010年)
＊本文中の「各国の電力システム図」は日本エネルギー経済研究所小笠原潤一氏の資料、各国取材をもとに編集室作成


